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UI ターン就職後のまちづくり参加とライフキャリア形成に資する

ための学生参加型事例研究の取り組みⅢ 
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in their Hometowns 
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1． はじめに  
大学生が卒業後に地元等の地域に入る際、まちづくりで活躍し、ライフキャリアを充実さ

せるために、実際に地域で活躍する先人の事例研究活動を 2023 年 11 月から開始し、学生

と共に実地研究等を行ってきた。2024 年 3 月 21 日に昭和女子大学にて、北海道白老町か

ら貮又聖規さんを招きゲストスピーチを実施したところ、学生に着想の芽生えがあり、より

具体化するために、学生と共に白老町を訪問し、体験型研究の可能性を検討するため、2025
年 9 月 21 日に白老町で先行調査を行った。 

 
2． 交易（アイヌ語で「ウイマム」）をつくる  
アイヌの里、北海道白老町には、「ウポポイ」という大きな予算が投じられた施設がある。

対比的に個人、すなわち一市民の思いからスタートした草の根の取組があり、それを広げた

１つが貮又さんの「パッチワーク」である。学生が地域で「何から始めたらよいのか分から

ない」という時に、誰でも参加できるパッチワークのような取組は、取り組みやすいヒント

であり、また「スモールスタートでよい」と背中を押せる好例であった。まちのなかの小さ

な一歩が、ひいてはハワイ、台湾、タイ、マレーシア、フィンランド、ロシア、パラグアイ

等との交流、交易にもつながった。そのプロセスや思いについて、実地を見学しながらイン

タビューした。貮又さんから出てきた幾つかのキーワードを紹介しつつ、その意義を考察す

る。 
貮又さんがやったのは文化活動ではなく「当事者を生む構造の設計」である。パッチワー

クでは、「あなたの布を持ってきてください」と呼びかけた。 「ボロ布を集めて何をするの
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か」という揶揄もあった。しかし、１カ月で 3,500 枚の布が集まった。ある人は思い出の服

の端切れ、母の着物、スカーフの一部、そしてアイヌのルーツがある人は、その人のアイデ

ンティティである「アイヌ文様」を持参した。それぞれの物語が縫い合わさることで文化が

「誰かのもの」ではなくなった。ある方は「私のような高齢者が、まちづくりに参加できる

なんて夢のよう」と言った。「人は理念では動かない」ことを確信した。また、ウポポイを

訪れた修学旅行生が「アイヌ文化は素晴らしい」と言うが、どこか“別の世界の話” として

受け止めて帰っていく様子が気になり、紹介等ではなく「一緒につくる」という「参加の設

計」を行った。「言葉で説明するのではなく作品で体感」「理屈ではなく感覚で共有」を生ん

だ。 
アイヌの人々が行ってきたウイマム（交易）は、単なる物の交換ではなく「対等性を回復

する関係の設計」であり、互いを承認し合う関係性があった。 
「『多様性』『多文化共生』『SDGs』『フェアトレード』等々、標語はよく耳にするが実際

に何をやったらよいのかは分からない」という学生にとって、白老町での貮又さんの取組が

「一番分かりやすい具体例」になり得ると実感した。「理念ではなく実装」に繋がる。 
 

3． 今後の展望と課題 
 完成したパッチワークを前に、ある人が「これが多文化共生というものなのか」と言った

という。その感覚を学生と共有したい。交易をきっかけに商品化し「稼ぎ」を生み出してい

る点も見逃せないが、学生の発表でよくある「SNS でアクセスを増やす」「マネタライズ」

等だけでなく、まずは本質を探す。イランカラプテ。「あなたの心にそっと触れさせてくだ

さい。」 関係を急がない、成果を急がない、温度を保つ、実践の土台をつくる。学生参加の

実践に白老町は適している。2024 年 8 月には学生と共に佐世保市に実地調査に行ったが、

卒業や留学等を機にフォローアップが途絶えてしまう学生もいる。地域の実践者と、学生、

研究者との持続的なプラットフォームの作成が課題である。その佐世保市の中尾大樹さん

による「佐世保 REPORT」は今年度「総務省ふるさとづくり大賞」を受賞した。当方が自

治体職員であることからアンテナの高さや繋がりの多さは自負しており、かつ、「多文化共

生のまちづくり」といった行政標語に終始せずに本質を見る選択眼を活動に活かしたい。 
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